
平成 29年度 佐賀県教育センター 小・中学校道徳科 

授業実践と評価の実際(2)-1                        

(2) 「心の学び記録」を活用した見取り 

 

３ 授業実践と評価の実際  

 

 

ア 年度当初の見取り 

「心の学び記録」を活用して年度当初に見取りを行いました（図１）。まず、実施した「心の学び記録」

の自己評価を「心の学び記録入力シート」の「心の学び記録①」シートに入力しました。そのデータを

基に個人の意識及び学級全体の傾向を把握しました。なお、便宜上、児童生徒の意識を数値に換算し、

「◎（よくできている）」を３点、「〇（だいたいできている）」を２点、「△（あまりできていない）」を

１点として集計しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価 

図１ 「心の学び記録」を活用した見取りの流れ（年度当初） 

１ 「心の学び記録」の実施 

・４月の道徳の授業開き等で実施する。 

  

２ 「心の学び記録」の自己評価の分析 

(1)「心の学び記録入力シート」 

・「心の学び記録①」シート 

にデータを入力する。 

 

 

(2)学級全体の傾向の把握 

  ・意識が高い項目は何か。 

  ・意識が低い項目は何か。 

 

 

 

 

(3)個人の意識の把握 

  ・どのような意識を持って 

   いるか。 

  ・どのような項目が高くて、 

   どのような項目が低いか。 

・自己評価の理由にどのよ 

 うな記述をしているか。 

 

 

 

３ 「心の学び記録」の分析の活用 

・年間指導計画や授業づくりに活用する。 

 

自主、自律、

自由と責任

節度、節制 向上心、

個性の伸長

希望と勇気、

克己と強い

意志

真理の探究、

創造

思いやり、

感謝

礼儀 友情、信頼 相互理解、

寛容

遵法精神、

公徳心

公正、公平、

社会正義

社会参画、

公共の精神

勤労 家族愛、家庭

生活の充実

よりよい学

校生活、集団

生活の充実

郷土の伝統

と文化の尊

重、郷土を

愛する態度

我が国の伝

統と文化の

尊重、国を

愛する態度

国際理解、

国際貢献

生命の尊さ 自然愛護 感動、

畏敬の念

よりよく

生きる喜び

Ａ

自分自身

Ｂ

人との関わり

Ｃ

集団や社会と

の関わり

Ｄ

生命や自然、

崇高なものと

の関わり

合計

番号 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-6 B-7 B-8 B-9 C-10 C-11 C-12 C-13 C-14 C-15 C-16 C-17 C-18 D-19 D-20 D-21 D-22 (5-15) (4-12) (9-27) (4-12) (22-66)

1 3 3 3 2 2 2 3 2 2 3 3 2 2 3 3 3 3 2 3 3 3 3 13 9 24 12 58
2 2 2 2 1 1 2 2 3 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 2 8 10 19 10 47
3 1 3 3 3 2 3 3 2 2 3 2 2 2 2 2 1 2 2 3 3 3 3 12 10 18 12 52
4 2 3 1 2 2 3 2 3 2 3 3 2 3 3 2 2 2 1 3 3 2 2 10 10 21 10 51
5 3 2 3 1 3 2 3 3 3 3 3 2 3 2 2 3 2 3 3 2 3 3 12 11 23 11 57
6 1 2 2 1 2 2 3 3 2 2 2 2 3 2 3 1 1 2 3 2 3 3 8 10 18 11 47
7 2 2 3 2 1 2 3 2 2 3 2 2 2 2 2 3 2 2 3 3 2 2 10 9 20 10 49
8 2 2 3 3 3 3 2 3 2 2 2 3 3 3 2 3 3 2 3 2 3 2 13 10 23 10 56
9 2 1 3 3 3 2 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 3 1 3 3 12 10 22 10 54
10 3 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 14 11 25 12 62
11 1 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 2 2 2 3 2 2 2 11 8 16 9 44
12 3 3 3 3 2 3 2 3 2 3 3 2 2 3 2 1 2 3 3 3 3 2 14 10 21 11 56
13 2 3 1 2 1 2 3 2 3 2 1 3 3 2 3 3 2 3 3 3 3 2 9 10 22 11 52
14 2 3 3 2 2 2 2 3 3 3 2 1 2 3 2 2 2 2 3 3 3 3 12 10 19 12 53
15 2 3 2 2 2 3 3 3 3 2 3 2 2 3 2 3 3 3 2 3 2 3 11 12 23 10 56
16 2 2 2 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 10 6 13 8 37
21 3 3 2 3 2 3 3 2 3 3 3 2 2 3 2 2 3 3 3 3 2 3 13 11 23 11 58
22 2 2 2 2 2 3 2 3 2 3 3 2 2 2 2 2 1 2 3 2 2 3 10 10 19 10 49
23 2 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 13 11 26 12 62
24 2 2 2 2 1 3 2 3 2 3 3 2 3 2 3 1 3 3 3 2 3 2 9 10 23 10 52
25 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 1 2 3 3 2 2 3 13 12 23 10 58
26 3 2 3 3 2 3 2 3 2 3 3 2 1 3 1 1 2 2 3 3 2 3 13 10 18 11 52
27 3 2 2 3 2 2 3 2 2 3 2 2 3 2 2 3 3 2 3 3 3 3 12 9 22 12 55
28 3 3 2 2 1 2 2 2 3 3 3 2 2 3 2 3 2 1 3 3 1 2 11 9 21 9 50
29 2 2 1 3 2 2 2 2 2 3 2 3 2 2 2 3 3 2 2 2 3 2 10 8 22 9 49
30 2 2 2 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 2 1 2 2 1 2 2 11 10 21 7 49
31 3 3 2 2 3 3 3 3 2 3 3 2 2 3 3 1 1 3 3 3 2 3 13 11 21 11 56
32 3 3 2 3 2 3 3 3 2 3 3 1 3 3 1 1 2 3 3 2 2 2 13 11 20 9 53
33 2 3 2 1 2 2 2 2 2 3 2 2 2 3 2 3 3 3 3 3 3 3 10 8 23 12 53
34 3 3 2 3 2 3 2 3 2 3 3 2 2 3 2 1 2 2 3 3 3 3 13 10 20 12 55
35 2 3 3 3 2 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 1 3 3 3 3 3 3 13 11 25 12 61
36 2 1 1 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 8 9 18 10 45
37 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 2 2 3 2 3 3 3 3 12 12 22 12 58
38 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 2 2 3 2 3 3 13 12 23 11 59

78 85 79 78 69 84 85 90 81 92 87 73 80 85 76 69 76 79 97 86 87 89

13 19 15 14 6 16 18 23 13 25 21 9 13 19 10 13 12 13 29 20 20 21
18 13 15 16 23 18 15 10 21 8 11 21 20 13 22 9 18 19 5 12 13 13
3 2 4 4 5 0 1 1 0 1 2 4 1 2 2 12 4 2 0 2 1 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0無回答

心の学び記録
１回目

（年度初め）

合計
◎(3)
○(2)
△(1)

 

1 自主、自律、 自由と責任

2 節度、節制

3 向上心、 個性の伸長

4 希望と勇気、 克己と強い 意志

5 真理の探究、 創造

6 思いやり、 感謝

7 礼儀

8 友情、信頼

9 相互理解、 寛容

10 遵法精神、 公徳心

11 公正、公平、 社会正義

12 社会参画、 公共の精神

13 勤労

14 家族愛、家庭 生活の充実

15 よりよい学 校生活、集団 生活の充実

16 郷土の伝統 と文化の尊 重、郷土を 愛する態度

17 我が国の伝 統と文化の 尊重、国を 愛する態度

18 国際理解、 国際貢献

19 生命の尊さ

20 自然愛護

21 感動、 畏敬の念

22 よりよく 生きる喜び

 

自主、自律、

自由と責任

節度、節制 向上心、

個性の伸長

希望と勇気、

克己と強い

意志

真理の探究、

創造

思いやり、

感謝

礼儀 友情、信頼 相互理解、

寛容

遵法精神、

公徳心

公正、公平、

社会正義

社会参画、

公共の精神

勤労 家族愛、家庭

生活の充実

よりよい学

校生活、集団

生活の充実

郷土の伝統

と文化の尊

重、郷土を

愛する態度

我が国の伝

統と文化の

尊重、国を

愛する態度

国際理解、

国際貢献

生命の尊さ 自然愛護 感動、

畏敬の念

よりよく

生きる喜び

Ａ

自分自身

Ｂ

人との関わり

Ｃ

集団や社会と

の関わり

Ｄ

生命や自然、

崇高なものと

の関わり

合計

番号 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-6 B-7 B-8 B-9 C-10 C-11 C-12 C-13 C-14 C-15 C-16 C-17 C-18 D-19 D-20 D-21 D-22 (5-15) (4-12) (9-27) (4-12) (22-66)

1 3 3 3 2 2 2 3 2 2 3 3 2 2 3 3 3 3 2 3 3 3 3 13 9 24 12 58
2 2 2 2 1 1 2 2 3 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 2 8 10 19 10 47
3 1 3 3 3 2 3 3 2 2 3 2 2 2 2 2 1 2 2 3 3 3 3 12 10 18 12 52
4 2 3 1 2 2 3 2 3 2 3 3 2 3 3 2 2 2 1 3 3 2 2 10 10 21 10 51
5 3 2 3 1 3 2 3 3 3 3 3 2 3 2 2 3 2 3 3 2 3 3 12 11 23 11 57
6 1 2 2 1 2 2 3 3 2 2 2 2 3 2 3 1 1 2 3 2 3 3 8 10 18 11 47
7 2 2 3 2 1 2 3 2 2 3 2 2 2 2 2 3 2 2 3 3 2 2 10 9 20 10 49
8 2 2 3 3 3 3 2 3 2 2 2 3 3 3 2 3 3 2 3 2 3 2 13 10 23 10 56
9 2 1 3 3 3 2 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 3 1 3 3 12 10 22 10 54
10 3 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 14 11 25 12 62
11 1 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 2 2 2 3 2 2 2 11 8 16 9 44
12 3 3 3 3 2 3 2 3 2 3 3 2 2 3 2 1 2 3 3 3 3 2 14 10 21 11 56
13 2 3 1 2 1 2 3 2 3 2 1 3 3 2 3 3 2 3 3 3 3 2 9 10 22 11 52
14 2 3 3 2 2 2 2 3 3 3 2 1 2 3 2 2 2 2 3 3 3 3 12 10 19 12 53
15 2 3 2 2 2 3 3 3 3 2 3 2 2 3 2 3 3 3 2 3 2 3 11 12 23 10 56
16 2 2 2 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 10 6 13 8 37
21 3 3 2 3 2 3 3 2 3 3 3 2 2 3 2 2 3 3 3 3 2 3 13 11 23 11 58
22 2 2 2 2 2 3 2 3 2 3 3 2 2 2 2 2 1 2 3 2 2 3 10 10 19 10 49
23 2 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 13 11 26 12 62
24 2 2 2 2 1 3 2 3 2 3 3 2 3 2 3 1 3 3 3 2 3 2 9 10 23 10 52
25 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 1 2 3 3 2 2 3 13 12 23 10 58
26 3 2 3 3 2 3 2 3 2 3 3 2 1 3 1 1 2 2 3 3 2 3 13 10 18 11 52
27 3 2 2 3 2 2 3 2 2 3 2 2 3 2 2 3 3 2 3 3 3 3 12 9 22 12 55
28 3 3 2 2 1 2 2 2 3 3 3 2 2 3 2 3 2 1 3 3 1 2 11 9 21 9 50
29 2 2 1 3 2 2 2 2 2 3 2 3 2 2 2 3 3 2 2 2 3 2 10 8 22 9 49
30 2 2 2 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 2 1 2 2 1 2 2 11 10 21 7 49
31 3 3 2 2 3 3 3 3 2 3 3 2 2 3 3 1 1 3 3 3 2 3 13 11 21 11 56
32 3 3 2 3 2 3 3 3 2 3 3 1 3 3 1 1 2 3 3 2 2 2 13 11 20 9 53
33 2 3 2 1 2 2 2 2 2 3 2 2 2 3 2 3 3 3 3 3 3 3 10 8 23 12 53
34 3 3 2 3 2 3 2 3 2 3 3 2 2 3 2 1 2 2 3 3 3 3 13 10 20 12 55
35 2 3 3 3 2 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 1 3 3 3 3 3 3 13 11 25 12 61
36 2 1 1 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 8 9 18 10 45
37 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 2 2 3 2 3 3 3 3 12 12 22 12 58
38 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 2 2 3 2 3 3 13 12 23 11 59

78 85 79 78 69 84 85 90 81 92 87 73 80 85 76 69 76 79 97 86 87 89

13 19 15 14 6 16 18 23 13 25 21 9 13 19 10 13 12 13 29 20 20 21
18 13 15 16 23 18 15 10 21 8 11 21 20 13 22 9 18 19 5 12 13 13
3 2 4 4 5 0 1 1 0 1 2 4 1 2 2 12 4 2 0 2 1 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0無回答

心の学び記録
１回目

（年度初め）

合計
◎(3)
○(2)
△(1)



平成 29年度 佐賀県教育センター 小・中学校道徳科 

授業実践と評価の実際(2)-2                        

(ｱ) 学級全体 

 

 

 

小学校の学級の全体的な傾向として、「Ｄ 生命の尊さ(94）」「Ｃ 公正、公平、社会正義 (89)」「Ａ 

希望と勇気、努力と強い意志(88)」「Ｂ 友情、信頼(88)」「Ｃ 規則の尊重(88)」「Ｃ 家族愛、家庭

生活の充実(87)」の内容項目に対する児童の意識が高いことが分かりました。括弧内の数字はその内

容項目に対する合計点を表しています。 

一方、「Ａ 真理の探究(68)」「Ｂ 相互理解、寛容(68)」の内容項目に対する意識が低いことが分

かりました（図２）。 

   これを見ると「命を大切にすること」「誰とでも仲良くすること」「目標をもって努力すること」「友

達を大切にすること」「きまりを守ること」「家族を大切にすること」については、普段の生活の中で

よく耳にする言葉であることから意識が高いことが推察されます。また、「生活をよりよくすること」

「自分と違う考えも大切にすること」については、特に意識しなければそこまで考えないで生活して

いる傾向にあるため意識が低くなっていると推察されます。 

   理由の記述では、「Ｃ 規則の尊重(88)」の内容項目で、「なぜ守らないといけないのか分からない」

と記述していた児童がいました。全体的には意識の高い内容項目においても、実はその本質まで理解

できている児童は少ないのではないかと考え、本研究では、「きまりを守るとは」という主題で授業実

践を行うこととしました。 

 

 図２ 小学校 心の学び記録（４月）の内容項目別意識 

  

ｎ＝34（人）   



平成 29年度 佐賀県教育センター 小・中学校道徳科 

授業実践と評価の実際(2)-3                        

中学校の学級の全体的な傾向として、「Ｄ-19 生命の尊さ(97）」「Ｃ-10 遵法精神、公徳心(92)」

「Ｂ-８ 友情、信頼(90)」「Ｄ-22 よりよく生きる喜び(89)」「Ｃ-11 公正、公平、社会正義(87)」

「Ｄ-21 感動、畏敬の念(87)」の内容項目に対する生徒の意識が高いことが分かりました。括弧内の

数字はその内容項目に対する合計点を表しています。 

一方、「Ｃ-16 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度(69)」「Ａ-５ 真理の探究、創造(69)」

の内容項目に対する意識が低いことが分かりました（図３）。 

「Ｃ-16 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」については、12 名の生徒が△（あまりで

きていない）と答えており、他の内容項目に比べて、意識の低さが目立ちました。これは、中学生に

なり、部活動や習い事等で地域の行事への参加ができていない状況を表していると推察しました。 

そこで本研究では「郷土を愛する心」を主題として授業実践を行うこととしました。また、「Ａ-５ 

真理の探究、創造(69)」については、◎（よくできている）と答えた生徒が全ての内容項目の中で最

も少ない６名でした。小学校でも意識が低いことから、実現することが難しい内容項目であると考察

します。 

 

 

 

これらの結果と学校や学年の重点指導項目を踏まえて、年間指導計画を考え授業を実践していくこ

とが有効であると考えます。 

 

ｎ＝34（人）   

図３ 中学校 心の学び記録（５月）の内容項目別意識 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小・中学校道徳科 

授業実践と評価の実際(2)-4                        

(ｲ)  個人 

 

 

 

次に、児童生徒個人の意識を把握しました。「どのような意識を持っているか」「どのような項目が

高くて、どのような項目が低いのか」ということを、「心の学び記録」の自己評価（資料１）や「心の

学び記録①」シート（次頁表１）から見取りました。「心の学び記録①」シートでは内容項目のまとま

りを示す視点ごと「Ａ 主として自分自身に関すること」、「Ｂ 主として人との関わりに関すること」、

「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること」、「Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関

わりに関すること」に把握しました。ここでは、生徒Ａを例として説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
資料１ 「心の学び記録」（生徒Ａ） 

 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小・中学校道徳科 

授業実践と評価の実際(2)-5                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  生徒Ａは、22の質問項目において、 

◎を ０個 〇を 15個 △を ７個 

記述していました（前頁資料１）。これは、学級の中でも、内容項目に関わって全体的に意識が低い

傾向にあると考えられました。 

また、視点については、 

「Ｂ 主として人との関わりに関すること」    ･･･12点中 ６点（50％） 

「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること」･･･27点中 13点（48％） 

において意識が低い傾向にあると考えられました（表１、図４）。 

   人との関わりについて、「心の学び記録」（前頁資料１）を見ると、「Ｂ 主として人との関わりに関

すること」では、「時々あいさつをしていない時があるから」、「友達とあまり話していないから」と記

述していました。これらのことから、人との関わりにおいて挨拶や会話に消極的であることがうかが

えました。また、「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること」では、「時々友達とけんかをす

る時があるから」、「学校の活動などに参加していないから」、「地域の行事にあまり参加していないか

ら」と記述していました。人との関わりだけでなく、集団や社会との関わりについても、消極的であ

ることがうかがえました。道徳科の授業でこれらの内容項目を扱うときに、積極的に声掛けをしたり

丁寧に様子を観察したりすることが有効であると考えられます。さらに、学級活動においても、挨拶

週間の設定や人間関係づくり等の活動を取り入れていくことが大切であると言えます。 

 

この「心の学び記録」による自己評価は、児童生徒の学習活動であり、教師が行う評価活動ではあ

りません。そのため、自己評価の◎、◯、△（点数）はあくまでも児童生徒が理由を記述する際の目

安であり、そのように答えた理由を確かめることが大切です。学期ごとに年間で複数回実施すること

で、児童生徒の良い点や可能性、学ぶ意欲や実践意欲の高まりを見取ることができ、個人内評価につ

ながると考えました。また、普段の生活の中での適切な指導や配慮にも生かすこともできると考えま

す。 

表１ 自己評価の集計結果（生徒Ａ） 
自主、自律、
自由と責任

節度、節制 向上心、
個性の伸長

希望と勇気、
克己と強い

意志

真理の探究、
創造

思いやり、
感謝

礼儀 友情、信頼 相互理解、
寛容

遵法精神、
公徳心

公正、公平、
社会正義

社会参画、
公共の精神

勤労 家族愛、家庭
生活の充実

よりよい学
校生活、集団

生活の充実

郷土の伝統
と文化の尊

重、郷土を
愛する態度

我が国の伝
統と文化の

尊重、国を
愛する態度

国際理解、
国際貢献

生命の尊さ 自然愛護 感動、
畏敬の念

よりよく
生きる喜び

Ａ
自分自身

Ｂ
人との関わ

り

Ｃ
集団や社会

との関わり

Ｄ
生命や自

然、崇高な
ものとの関

わり

合計

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-6 B-7 B-8 B-9 C-10 C-11 C-12 C-13 C-14 C-15 C-16 C-17 C-18 D-19 D-20 D-21 D-22 (5-15) (4-12) (9-27) (4-12) (22-66)

2 2 2 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 10 6 13 8 37

0

20

40

60

80

100

Ａ

自分自身

Ｂ

人との関わり

Ｃ

集団や社会と

の関わり

Ｄ

生命や自然、

崇高なものと

の関わり

％

図４ 視点別割合（生徒Ａ） 

 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小・中学校道徳科 

授業実践と評価の実際(2)-6                        

イ 学期ごとの見取り 

  「心の学び記録」は、年間を通して１枚の用紙に記入していくことができます。そのため、児童生徒

は学期ごとに自己評価を記入することで、その学期の自分自身の学びを振り返ることができます。ここ

では、年度当初の「心の学び記録」の記述と授業実施後に行った「心の学び記録」の記述から、児童生

徒の意識の変容を見取った流れを紹介します（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 「心の学び記録」を活用した見取りの流れ（学期末・年度末） 

１ 「心の学び記録」（２回目以降）の実施 

・その学期に学習した内容 

項目についての振り返り 

として、授業の一部又は 

朝の時間等、学級の時間 

に実施する。 

  

２ 「心の学び記録」の自己評価の分析 

(1)「心の学び記録入力シート」 

・回数に応じて「心の学び 

記録②③④」のシートに 

データを入力する。 

 

(2)学級全体の傾向及び個人の意識の変容の把握 

  ・２回目欄に記入された 

自己評価を項目別シート 

で把握する。 

  ・自己評価の理由にどのよ 

うな記述をしているかを 

把握し、年度当初からの意識の変容を見取る。 

  ・個々の児童生徒の記述や授業記録を残すことも 

できる。 

 

３ 「心の学び記録」の分析の活用 

・道徳科における児童生徒の 

評価に活用する。 

・道徳科の授業に対する評価 

（教師自らの指導の評価） 

に活用する。 
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学級全体・個人 

 

 

 

自己評価の理由の記述について分析することで、更なる児童生徒理解につながると考えます。特に、

マイナスに記述が変化した児童生徒については、なぜそのような自己評価になったのかを、記述から解

釈したり、児童生徒と直接話したりするなど、教師が個人内での変容を捉えていくことが大切だと考え

ました。 

小学校の実践において、年度当初（４月）と 10月の授業実践後（11月）に実施した「心の学び記録」

の自己評価を比較すると、◎は 24人→24人、○は９人→ 12人、△は３人→０人 

となりました（表２）。 

 

 

 

 

心の学び記録①４月 心の学び記録②１１月 

◎○△ 理由 ◎○△ 理由 

◎ 守ろうと努力している。 ◎ 
きまりは命を守るためにあるのを理解して守ろうと努

力している。 

○ 少しめんどくさがって読んだりしないから。 ○ 
きまりなどを守ろうとはするけど、つい遊びに夢中に

なってきまりを忘れて守れていない。 

◎ 学校のきまりを守っている。 ◎ 
法やきまりがなかったら、もっとたくさん事件や事故

があると思う。きまりや法は大切で、守らないといけ

ないと思う。 

◎ 記述なし ○ 
きまりを守らなかったら大変なことになるからそれを

避けるために守っている。 

◎ 
きまりがないと犯罪がいっぱい増えて、大変なことに

なるから。 
◎ 

自分の身内だけでなく他の人の身内も考えて生活し

ようと思っている。 

◎ きまりがなかったら事故だらけになってしまう。 ○ 
学校のルールは少し破っているかもしれないけど、

家のきまりは守っている。 

○ 
時々うるさいと思う。でも自分のためと思えばうれし

い。 
○ 

守ろうとしているけれど、時々そのルールを忘れてし

まったりやぶってしまったりするから。 

◎ きまりを守らずにけがをしたことがあるから。 ◎ 
きまりは人の命を守るようなものだから今はほとん

ど守っている。 

◎ きまりをやぶらないことをがんばる。 ◎ 
きまりを意識していたら大人になっても守れると思う

から。 

◎ 登校中に車が来たら止まっている。 ◎ 
ああしなくちゃだめだ、ああしたらだめだなどと考え

ていろいろやっている。 

○ きまりは守ろうとしている。 ◎ 
法やきまりはけがや事故を防ぐためにあると思う。

けがや事故にあいたくないので守っている。 

◎ きまりはぜったいに守っている。 ○ 何でいけないのかを説明してくれたら理解できる。 

○ 学校のきまりは守っている。 ◎ 
その時の状況をしっかり見て何が大切なのかを考え

て行動できるようにしている。 

○ 
自分達が安全に暮らせるように。 

◎ 
きまりとはみんなが安全に暮らせるようにあり、楽し

い思い出がなくならないようにあると思う。 

△ きまりがなぜあるのか理解ができない。 ○ 安全な生活をするために守っている。 

◎ きまりを守って生活している。 ◎ 
きまりがあることで危険なことが少なくなり、みんな

が安心できるから。 

◎ きまりをやぶったことはない。きまり通りにしている。 ◎ 
きまりを守らないとけがをしたり入院したり、命をおと

すということも頭に入れて生活している。 

◎ 
みんな守っているから一人だけ守らないのはおかし

い。 
○ 

法やきまりをやぶられて困る人がいる。その人の立

場になって考える。 

「なぜ法やきまりがあるのかを理解し、それを大切にし、守ろうとしている。」 

◎よくできている ○だいたいできている △あまりできていない 

表２ 小学校「心の学び記録」による自己評価の変容【内容項目Ｃ 規則の尊重】 
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△ あまりそういう考えはない。 ◎ 
法やきまりは人の命を守るためにあると分かってい

るから。 

◎ 
自分の命とか大切にしないといけないから守るように

している。 
◎ 

自分や家族や友達の命や身の安全のために法やき

まりを守らないといけないので守るようにしている。 

◎ きまりを理解して守ろうとしている。 ○ 
ちゃんとしたきまりがあってそれを守らないといけな

いと思うから。 

◎ 自転車に乗るときちゃんとヘルメットをかぶっている。 ◎ 
法やきまりは自分たちの命を守るためのもので、家

や学校のきまりを守っている。 

◎ ヘルメットをかぶっている。 ◎ 
どんな時でも他人を巻き込まないようにきまりを守ろ

うと思う。 

◎ 
友達がゲームセンターに誘ってきてもきまりがあるか

らだめ。 
◎ 

自分だけ良いと思わず、みんなのことを考えて行動

するようにしている。 

◎ 
いとこがゲームセンターやカラオケに行こうと言っても

断る。 
◎ 

誰かにゲームセンターに誘われてもすぐに断ってい

る。 

◎ 
ルールを守らなかったけどそのルールは自分のため

にあると思ったから。 
◎ 

どんな状況でもきまりを守らないといけないし、みん

ながきまりを守らなかったら大変なことになる。 

○ カラオケなどに行ってみたいので理解しきれない。 ◎ 
きまりは自分や他の人の命を守るためにあると理解

することができた。 

◎ 
人の命を守るために、法、きまり、ルールがあると思

う。 
◎ 

法やきまりがあることで１人でも多くの人を助けるこ

とができると思う。 

△ きまりを理解せずにゲームセンターに行った。 ○ 
きまりを理解せずにゲームセンターに行ったので、

今からはそんなことはしない。 

○ 分かっているけどついやってしまうことがある。 ◎ 
車が路側帯を走っていないのを見てきまりを守って

いると思う。 

◎ 学校のきまりをやぶっている人に注意した。 ○ 
「５時までに帰る」という学校のきまりを守れなかった

りする。でもなぜきまりがあるのかは理解している。 

○ きまりをやぶったことがある。 ○ 
学校のきまりをやぶったことがある。みんながきまり

を守ってしっかりと生活するためにあると思う。 

◎ 
ヘルメットが壊れてからは一度も自転車に乗っていな

い。 
◎ 

法やきまりは自分達を守ることが分かったからきま

りを守って遊んでいる。 

◎ 記述なし ◎ 人の迷惑にならないようにきまりを守っている。 

◎ 
きまりはみんなが楽しく過ごすためにあるから守って

いる。 
○ 

たまにきまりをやぶってしまうけど、きまりを守らない

と命に関わることがあるので気を付けたい。 

○ 学校のきまりをしっかり守って元気に過ごしている。 ◎ 
自分がきまりを守ると周りの人の命も助かると勉強

したのでそれを心掛けて守れている。 

 

個々の児童の自己評価の変容について分析すると、 

プラスになった児童→９人  変容がなかった児童→20人  マイナスになった児童→７人 

となりました（表２）。 

 

   これらの結果から、学級全体で見ると、授業実践後の調査でわずかに意識が高まっていることがうか

がえました。プラスになった児童 の１人は「きまりがなぜあるのか理解できない」から「安全な生活

をするために守っている」という記述の変容が見られました。このことから、一定の期間を経てきまり

の意義を理解していることがうかがえました。マイナスになった児童 の１人は「学校のきまりをやぶ

っている人に注意した」から「『５時までに帰る』という学校のきまりを守れなかったりする。でもなぜ

きまりがあるのかは理解している」と記述していました。このことから、道徳的価値に照らし合わせた

自己の姿をきちんと捉えていることがうかがえました。 

  全体的な傾向としては、４月に記述したときよりもきまりの意義を深く理解し、判断の根拠をもって

自己評価をしていることがうかがえました。このことから、道徳科の授業を含む一定の期間を経ること

で、道徳的価値に対する意識を高めることができていると考えられます。 
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次に、中学校の実践において、年度当初（５月）と９月の授業実践後（11月）に実施した「心の学び

記録」の自己評価を比較すると、◎は 13人→15人、○は９人→８人、△は 12人→11 人  

となりました（表３）。 

また、個々の生徒の自己評価の変容について分析すると、 

プラスになった生徒→５人 変容がなかった生徒→25人 マイナスになった生徒→４人 

となりました（表３）。   

 

これらの結果から、学級全体で見

ると、授業実践後の調査でわずかに

意識が高まっていることがうかがえ

ました。また、自己評価がマイナスに

なった４名の生徒については、記述

を詳細に考察しました。自己評価の

理由が５月に未記入だった３名の自

己評価とその理由は、「◎→○（いろ

いろな人との交流は大切だから、行

事に参加している）」「○→△（まった

く行事に参加していない）」「◎→○

（よく参加している）」でした。これ

らの記述は、授業で郷土愛について

学び、その理解が深まった結果と捉

えることができると考えました。他

方、５月に「○（地域の行事にはたく

さん行っている）」と記述しており、

11月に「△（あまり興味がない）」と

記述した生徒については、更に詳し

く話を聞きたいと考え、個別に声掛

けをしました。 

全体的な傾向としては、５月に記

述したときよりも判断の根拠をもっ

て自己評価をしていることがうかが

えました。 

なお、この質問項目については、生

徒が判断する際に、その判断理由と

して地域の行事への参加の有無で回

答している傾向がありました。その

ため、本研究で提供している「心の学

び記録」の様式では、実践意欲や態度

を問えるように、「ふるさとの伝統と

文化を大切にし、地域のために自分

にできることを考えている」へと変

更しています。 

表３ 中学校「心の学び記録」意識の変容 

【内容項目Ｃ 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度】 

「ふるさとの伝統と文化を大切にしたり、 

地域の人と一緒にふるさとの行事に参加したりしている。」 

◎よくできている ○だいたいできている △あまりできていない 

番号 氏名 ◎○△ 理由 ◎○△ 理由

1 a ◎ ◎

2 0 ○ ○

3 0 △ △ めんどう

4 0 ○ 地域の人とゴミ拾いなどしているから ○ 地域の人たちとイベントをしたりしている

5 0 ◎ ○
いろんな人との交流は大切だから、行事に参

加している

6 0 △ ◎
ふるさとの文化し、みんなとの協力が楽しいか

ら

7 0 ◎ ◎ ぜったい行事に参加しているから

8 0 ◎ ◎
地域の祭りによく参加し、ボランティア活動もし

ている

9 0 ◎ 参加している ◎ いつも参加している

10 0 ◎ ◎
もっと日本の伝統を知りたいと思ったことがあ

る

11 0 ○ △ まったく行事に参加していない

12 0 △ △ 参加していない

13 0 ◎
毎年、祭りがあるときは必ず参加して地域の人と

仲良くしているから ◎
祭りの準備も毎年手伝っているし、地域の人とも

ちゃんと声掛けをしてるから

14 0 ○ ◎
行事をやることでそれ歴史などを知ることがで

きるから

15 0 ◎ ◎ 行事に出れるときは必ず出ている

20 0 △ 地域の行事にあまり参加していないから △ 行事に参加できていないから

21 0 ○ ◎ 行事に参加している

22 0 ○
行事には参加しているけど正直必要じゃないと思

うものもある ○

23 0 ◎ ◎
一つ一つの行事を大切にして取り組んでいる

から

24 0 △ △ 地域の行事に参加しないから

25 0 △ △ 自分から進んでできていない

26 0 △
伝統などは苦手だから、地域の行事などに参加を

あまりしていない △ 地域の人と関わる機会がない

27 0 ◎ だいたいの行事に参加しているから ◎ 行事に参加しているから

28 0 ◎ 小学校の頃は子どもクラブに入っていたから ◎ 小学生の頃は子どもクラブに入っていたから

29 0 ◎
地域の行事などにもほとんど参加しているか

ら ◎ 地域の行事に参加しているから

30 0 ○ 地域の行事にはたくさん行っている △ あまり興味がない

31 0 △ 活動にはあまり参加したことがないから △ あまりないから

32 0 △ 行事にあまり参加できていないから ◎ 地域の祭りなどにいったから

33 0 ◎ ○ よく参加している

34 0 △
あまり地域の行事に参加していないから、挨

拶などで返す ○ あいさつなどをしているから

35 0 △
この頃あまり地域の行事に参加していないか
ら △ 参加していない

36 0 ○ ○
地域活動に参加し、もっとよりよい地域にしよ

うとしている

37 0 ○ ○ 地域の行事に積極的に参加しようとしている

38 0 △ △ 地域の行事には参加していない

内容項目Ｃ-16
郷土の伝統と文化の尊

重、郷土を愛する態度

心の学び記録①５月 心の学び記録②11月


